
【概念】

　1　手指衛生

　2　個人防護具（Personal Protective Equipment : PPE）

　3　呼吸器衛生/咳エチケット

　4　腰椎処置の際の感染対策

　5　安全な注射処置

　6　患者の配置

　7　患者ケア物品および医療器具・機器

　8　環境への対策

　9　布製品の取り扱い

 10　血液媒介病原体対策

＜標準予防策の対象となるもの＞

【具体的な対策】

　感染症の有無にかかわらず「あらゆる人の血液、すべての体液、分泌物、汗以外の排泄

物、創傷のある皮膚、および粘膜には感染性があると考えて取り扱う」という考え方です。

　HBV(B型肝炎ウイルス)、HCV(C型肝炎ウイルス) 、HIV(ヒト免疫不全ウイルス)の感染

初期には、空白期間(Window Period)と呼ばれる期間があります。この期間では、血液

中にウイルスが存在していても、検査では検出されずに結果は陰性となります。つまり、

検査で100%感染症を把握するのには限界があるということです。

そこで、標準予防策を適切に実施することで、患者と医療従事者双方における医療関連感

染の危険性を減少させることが可能となります。

血液　唾液　羊水　心嚢液　腹水　胸水　関節滑液　脳脊髄液　精液
膣分泌液　耳鼻分泌液　創　創からの浸出液　涙　尿　便　嘔吐物
病理組織（生検材料、手術切除材料、剖検臓器）　抜去歯　胎盤　擦過傷
熱傷部位　ドレーン挿入部　粘膜　etc．

標準予防策（Standard Precautions : SP）

１．手指衛生

　すべての医療行為の基本となり、感染防止に対して一番大きな役割を果たすのが手指衛

生です。

　「手指衛生は、感染対策上もっとも基本的で、重要な対策である」という基本を念頭に、

更に具体的に、誰が、いつ、どういう方法で、何を使って、何のためにするのか十分理解

する必要があります。

　また、院内感染の伝播経路の中でリスクが高く、感染の原因となる可能性が最も高いも

のは医療従事者の手指であることを常に意識しておくことが重要です。

　「医療現場における手指衛生のためのガイドライン」(CDC , 2002)では、従来の石けん

と流水による手洗いを基本とする考え方に代わり、減菌効果の高さとアクセスの利便性、

手荒れ防止効果から擦式アルコール製剤を使用した手指消毒が第一選択とされています。

  CDC：Centers for Disease Control and Prevention：米国疾病予防管理センター

手指衛生の基本原則

①　目に見える汚染がある場合は、
　　すぐに流水と液体石けんで手指洗浄をします。

②　目に見える汚染がない場合は、
　　基本的に擦式アルコール製剤の使用を第一選択として手指消毒をします。擦式アルコー
　　ル製剤での消毒を5～6回繰り返すと手がべたつくため、途中で流水下における手洗い
　　を入れてべたつきや汚れを落とす必要があります。

③　手袋着用の有無にかかわらず、血液、体液、分泌物、排泄物、またはこれらに汚染さ
　　れた物に触れた際は、手指衛生を行います。

④　患者と接触する前後には擦式アルコール製剤を使用します。
　　また、同じ患者であっても処置やケアの間に擦式アルコール製剤を使用します（他の
　　部位への交差感染防止のため）。

※

※

標準予防策（Standard Precautions : SP）
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手を水でぬらす時計や指輪をはずしたのを
確認する

手洗い石けんをつけて よく泡立てる

手のひらと甲（5回程度） 指の間、付け根（5回程度） 親指洗い（5回程度） 指先と爪（5回程度）

手首（5回程度）
腕・ひじまで洗う

水で十分にすすぎ ペーパータオルでふく
（手指乾燥機で乾燥する）

蛇口栓にペーパータオルを
かぶせて栓を締める
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消毒薬1プッシュを
手にとる

初めに両手の指先に
消毒薬をすりこむ

次に手のひらによく
すりこむ

手の甲にもすりこむ

指の間にもすりこむ 親指にもすりこむ 手首も忘れずに乾燥
するまでよくすりこむ

手指衛生の方法

＜流水と液体石けんを用いる方法＞

＜擦式アルコール製剤を用いる方法＞

標準予防策（Standard Precautions : SP）

擦式アルコール製剤の使用時の注意点

擦式アルコール製剤を正しく使用するためには、以下の条件が必須です。

・ 手が目に見える汚れがない状態で、手が充分に乾燥している状態であること

・ 液体石鹸と流水による手洗い後、手が充分に乾燥している状態であること

①　指先の爪の間から手首まで手指全体を濡らすのに充分な量（約3mL）を手のひらに 
　　取る。

②　最初に指先を充分にアルコールに浸す。

③　前記の「手洗いの方法」に従って、指先、掌、甲、爪の間、指の間、親指、手首に
　　よく擦り込む。

④　消毒液が完全に乾燥するまで擦り合わせる。

標準予防策（Standard Precautions : SP）
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